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【要請 日本政府は、MRC サミットの席で、メコン河流域での大型ダム建設に即時中止の呼びかけを】 

 

拝啓 

 

私たちメコン・ウォッチは、東京に本部を置き、東南アジア・メコン河流域の開発について調査・提

言活動を行う特定非営利活動法人です。私たちは、今週末の 4月 5日、ベトナム・ホーチミン市で開

催される第 2回メコン河委員会首脳会議（MRCサミット）の席で、日本政府が、MRC加盟国首脳に

対して、「メコン河流域の持続的な開発のための協力に関する協定」（「メコン協約」）の精神に立ちか

えり、メコン河流域での大型ダム建設を即時中止するよう呼びかけることを要請いたします。 

 

メコン河が支える流域住民の生活と食料安全保障 

中国・チベット高原に源流を発し、ビルマ（ミャンマー）、ラオス、タイ、カンボジア、ベトナムを流

れるメコン河は、全長 4,900㌔に達し、魚類の多様性において世界第 2位を誇る世界最大の淡水漁場

です1。漁獲高は、下流 4か国流域だけで年間 75～210万㌧、経済価値（小売価格）は、4,200～7,600

億円にのぼると推定されています2。水産資源に加えて、河岸での農業や森林資源は、約 6,000万人の

住民、とりわけ貧困層にとって貴重な食糧・収入源であるとともに、流域全体の食料安全保障の根幹

をなしています。 

 

大型ダム建設がもたらす脅威 

しかし、メコン河は今、大型ダム建設によって脅かされています。11か所の建設計画のうち、ラオス

北部では、サイヤブリダムの建設工事がすでに 30％完了したと報じられています3。サイヤブリダムは、

流域を広範に回遊する魚類や栄養分の移動を妨げ、はるか下流のトンレサップ湖やメコンデルタの生

産性にまで被害を及ぼす恐れがあります4。ラオス南部のカンボジア国境付近で建設準備が進むドンサ

ホンダムも、水量の少ない乾季に魚が回遊する流れをふさぎ5、絶滅危惧種「カワゴンドウ」（淡水イ

ルカ）などの生存を脅かす危険性があることから、多数の科学者が、「（わずか 260メガワットのダム

建設のためには）おそらく最悪の地点」であり、地元の漁業や観光業を破壊することで、「ラオス国民

のためにもならない」と関係諸国や国際機関に対し警告を発しました6。MRC の「戦略的影響評価」

は、本流ダムがメコン河の生態系を大きく変化させ、魚類を 26～42％も減少させる可能性を指摘した

うえで、全本流ダムの建設を 10年間棚上げし、詳細な追加調査を実施するよう勧告しています7。ま

た、カンボジア東北部で建設の準備が進むセサン下流第 2ダムは、建設地点こそメコン河の支流です

が、専門家の試算では、流域の魚類を 9.3％も減少させる恐れがあり8、本流ダムに匹敵する脅威とな
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っています9。 

 

大型ダム建設に対する異論は、流域住民、研究者、NGOだけではなく、流域政府からも発せられてい

ます。カンボジア、ベトナム両国政府は、サイヤブリダムの建設を強引に進めるラオス政府に対して、

さらなる調査の実施と情報の公開および協議の必要性を説きました10。ドンサホンダムについては、タ

イ政府も加わった 3か国の代表が、ラオス政府に対して、国境を超えた環境・社会影響の調査や十分

な協議を呼びかけています11。こうした状況は、メコン河流域での大型ダム建設がもたらす影響の深刻

さを物語っています。 

 

食料安全保障と地域協力の危機 

メコン河流域で大型ダムの建設が加速すれば、流域の生態系が大打撃を受けます。魚類の激減は、動

物性たんぱく質の摂取を魚類に依存する人びとの食料安全保障を脅かし12、流域国の経済・政治上の不

安定化を招きかねません。メコン河流域国の不安定化は、日本政府にとっても非常に大きなリスク要

因です。メコン河上流域では、中国政府がすでに 6か所の大型ダムの建設を終え、下流国から影響を

懸念する声があがっています。中国は、MRCにも正式加盟しておらず、メコン河開発をめぐって下流

国と協議する枠組みが存在しません。下流国間の協力が有名無実化すれば、下流国が、中国も交えて

メコン河の共同管理を実現する可能性がますます遠のきます13。 

 

日本政府をはじめMRCの開発パートナーは、2013年 6月の非公式会合で、サイヤブリダムの設計変

更の詳細の公開を求めました14。ドンサホンダムやセサン下流第 2ダムについては、MRCでの協議を

促しています15。しかし、MRCには、こうした要請を実行に移す権限もなく、メコン河の持続的な管

理と開発に向けて協力する場として不十分であることが露呈しています。そこで、4月 5日の第 2回

MRCサミットの席では、加盟 4か国（ラオス、タイ、カンボジア、ベトナム）の首脳が、メコン河が

もたらす経済・社会・文化的な恵みを再確認し、メコン協約の精神、とりわけ「協力の原則」の下で

合意した第 3条「メコン河流域の自然環境、自然資源、水生生物と水環境、生態系上のバランスを、

水をはじめとする流域の資源のあらゆる活用や開発計画がもたらす汚染などの被害から守る」16に立ち

かえり、流域での大型ダム建設を即時中止する政治的決断を下す必要があります。 

 

日本政府への要請 

2011年 12月、MRC理事会（担当大臣会議）は、本流ダム計画全体が流域に及ぼす影響について追加

                                                                                                                                                                       
S., Rodríguez-Iturbe, I., and Levin, S. 2012. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States 
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調査を実施し、調査のための資金援助を日本政府などに求めることで合意しました17。日本政府は、昨

年 12月、東京で開催された第 5回日本・メコン地域諸国首脳会議の席で、この調査への協力を表明し

ています18。追加調査が科学的に実施され、関係諸国間での合意形成に資するためには、本流ダム建設

をいったん中止し、市民社会、とりわけ流域住民に対して十分に情報を公開し、意見を求めることが

最低条件となります。 

 

以上のことに鑑み、私たちは、日本政府が、第 2回MRCサミットの場で、加盟 4か国首脳に対して、

メコン協約の精神に立ちかえり、メコン河流域での大型ダム建設をただちに中止し、科学的な調査の

結果と市民社会の知見をもとに、関係諸国間で協議を深めるよう強く働きかけることを要請いたしま

す。 

 

豊かな環境と資源に恵まれたメコン河の共同管理と関係国間の協議・協力を促す積極的な役割を果た

すことが、これからの日本政府とメコン河流域諸国との友好関係を発展させるためにも、きわめて有

意義な外交的手段であると固く信じつつ、私たちの要請をお聞きとどけいただけますようお願い申し

上げます。 

 

敬具 

 

特定非営利活動法人メコン・ウォッチ 

代表理事 

福田健治 

 

 

同報 

外務省アジア大洋州局南部アジア部南東アジア第一課 岩本桂一課長 

同 光本政彦外務事務官 

在ラオス日本国大使館 岸野博行大使 

在タイ日本国大使館 佐藤重和大使 

在カンボジア日本国大使館 隈丸優次大使 

在ベトナム日本国大使館 深田博史大使 
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